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 シソグは1903年に「谷の影」で世に出たが，その頃，彼はもう一つの一幕

劇「海に行く騎者」を書いていた。この「海に行く話者」は1904年に初演

された。前の'「谷の影」は老いた夫が若い妻の不貞を暴こうとして，死ん

だふりをする。すると若い妻はまんまと騙されて，情夫をつれてくるとい

うユーモラスな茶番劇である。それとは反対に，後の「海に行く隠者」は

美事に完結する悲劇である。茶番劇と悲劇とでは性格がまったく別個であ

る。しかし，この二つの相異なる性格を持った各戯曲に表現されている世

界を，視覚的に、あるいは舞台的に考えるとき，その世界にはシング独

'特の，共通したヴィジョンが実現されている。「谷の影」は茶番劇でぽあ

るが，舞台的にこの劇を考えると，照明の効果が的確で，〈死〉を想わせ

るく暗闇〉のなかにく生〉ゐ明るい空間が，あたかも絵画の光と陰影のよ

うに創りだされている。そのく生〉の空間のなかで，身の安全と経済的保

障のみを考えた，性的でない不自然な結婚や真実を暴露しようとして神を

平気で偽る偽装の死，そうした自然に対して無自覚である愚かしい人間の

行為が，あたかも操り人形のようにユーモラスに躍動している。

  「谷の影」のプロットは極めて平坦である。「谷の影」というその表題

が示すとうりに，舞台は男女の睦まじい語らい以外に，なに一一つとして楽

しみも，歓びもないような寂しい谷間の日のあたらない一軒屋に設定され

ている。隣…人に会おうと思っても，遠い遙かな道程を長い時間かけて歩

いて行かなければならない。そんな一軒屋の家人が日頃，外界と接するこ

とができるものといえば，谷を吹き抜けて鳴る風の音や蛙の暗き声ぐらい

で，他になにもない。こうした退屈な生活環境のなかにあって，まだ若く
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て，多くの面において欲求が盛んである女性が血気盛りを昔に過ごしてし

まった老人と仲睦まじく一緒に生活していけるはずはt8Vl。老人はそのこ

とを十分に察しており，妻の不貞すなわち妻が若い羊飼いと不貞な関係を

結んでいることを明らかにするために死人を偽装する。斯くして偽装は成

功し，妻は羊飼いのところへ，夫が死んだことを知らせに行きたくてたま

らない。妻が死体の番をしているときに，折から旅の男が舞iい込んでくる。

早速，妻は留守番を頼み，羊飼いの男に会いに夜道を出かける。死体は妻

が出かけてしまい，旅の男と二人だけになったと知るや，ゆっくりと経帷

子姿で起きあがる。男は戸惑うが，老人ci）仕組んだ茶番劇の筋に従う。や

がて，妻は愛人の羊飼いをつれて戻ってくる。はっきりとした証拠を得た

老入は確証を得たことの誇りと不貞への怒りの感情を交えて，杖を振り上

げ、妻と羊飼いを威嚇する。夫に捨てられた彼女は，彼は夫から相続する

であろう財産のみに気があった若い羊飼いからも見捨てられてしまう。だ

が，このとき，たんなる傍観者でしがなかった旅の男は女にむかって，美

しい，詩的にほとばしり出るリズミカルなせりふでもって、素晴らしい放

浪の生活を語る。そのせりふは若い女の想像力を刺激し，魅了する。勿論，

彼女は，はじめのうちは放浪生活の不安な未来を恐れて，男の刺激的で魅

惑的な言葉を避けようとする。しかし，結局，老齢の夫の無気力さや想像

力の乏しさに対する彼女の嫌悪は男との自由な放浪生活への不安を圧倒す

る。女は男が述べる自由な生活と美しい地平線の夜明けを経験するべく一'

・緒に旅立つ。

 登場人物がわずか四人で展開されるこの単純なプロットは，その単純な

表皮の下に，濃縮された深い味わいのある生活感情を含んでいる。

 その点で'まず注目しなけれぽならないのが，劇が始まる以前に，結婚生

活はすでに行き詰りを呈している，という事態である。かつて婚期を逸す

ることの不安から，若い女は老いた男と結婚した。そんな女にとって，，結

婚は自分をとりまく世間の危険性から保護してもらい，安全で平和に生活

をおくらんがためのものであった。老いた男にとって女を得ることは自分

の身のまわりの世話をしてもらえることであり，余生の慰みを得ることな
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のである。結婚の当初からして，二人には意欲的な共同生活をおくる気が

まったくなかったのである。そうしたわけで，結婚生活の行き詰りはすで

にその当初から生じていたのである。劇は幕開きと同時に初めから，結婚

生活の行き詰りを根本から明らかにすることを目的として進行する。しか

も，幕開きはその行き詰りが完全に明らかにされるその寸前である。

 とかく，社会的保障を得て，在るがままに押し流され，果ててしまいそ

うな日常の時間のなかをこの夫婦は生活している。そんな時間の流れを変

更させることのできる絶対的な機縁は〈死〉であろう。この劇ではその

〈死〉が結婚生活の行き詰りを明らかにする。老いた男にとって，結婚生

活の行き詰りは，女の生活の保障をしてやっている自分の方にはまったく

責任がなく，ひたすら妻の不貞行為が原因なのである。偽装の〈死〉は妻

の不貞行為をものの美事に暴く。しかし，偽装の〈死〉は真実とほど遠い

一つの事実を暴露したにすぎない。つまり，妻の不貞行為が露顕したとこ

ろで，二人の結婚生活の行き詰りは打開されないのである。むしろ反対

に，偽装の〈死〉は結婚生活の行き詰りをいっそう深刻なものとし，またp

老人が行き詰りの原因は妻の不貞行為にあると考えるかぎりにおいて，結

婚生活は決定的な終局をむかえることになるのである。在るがままの日常

の時間の流れを変更させる機縁としてのく死〉'はそうした偽装のく死〉で

はない。その機縁としてのく死〉は完全な〈死〉である。しかし，完全な

〈死〉は完全な生の崩壊である。死者はその崩壊した世界から何一一つとし

て発見できない。'また，残された生きている人々にとっても，死者への真

実の問いかけは死者の沈黙のまえで，真実は肯定もされ否定もされて，各

人の自己満足のなかに分解され，ただ混沌とするだけである。日常の時間

の流れを変更する機縁としてのく死〉は，完全な〈死〉ではあるが，

〈死〉そのものに真実を追求するのではなく，日常生活のなかで如何とも

しがたいく死〉という絶対的な異常性に直面した〈生〉の静観すなわち

く死〉を〈生〉の前提として〈生〉の意義を問い正そうとする仮設的な

〈死〉なのである。真実は暴露された事実あるいは確証的事実などではな

『い。真実はく死〉という異常性に直面した他人のく生〉を静観する個々
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人の感動のなかに自ずと内在するのである。感動のない，情熱に乏しい人

間には真実という言葉の持つほんとうの意味がわからない。老いた夫，ダ

ンは多分，若い妻・ノラが家出した後も永久に無感動のままでありi本当

の真実からほど遠いところで生きていくであろう。ダソが真実に目覚める

ことがあるとすれば，ダソカミ死に直面したときであろう。というのも；死

際で寂しさと後馬が新しい自覚を生むかもしれないからである。

 この「谷の影」にはシソグ猛自の〈生〉のヴィジョンが実現されている。

〈生〉は常に〈死〉を対照として，永遠の暗闇の無時間性の裂け目に一瞬

間，時間をともなって，舞i台照明に似た光に照らし出された光景として映

る・この〈生〉のヴィジョンこそ「海に行く騎者」に実現されているヴィ

ジョンであり，悲劇的形式と美事に一致したヴィジョンである。

 「海に行く騎馬」の中心人物は年老いた漁夫の未亡人である。その名は

モーリヤで，かつては，六人もの息子たちの母であった。しかし，今では，

行方不明のマイケルと一番年下の息子・ミートレイだけが彼女に残された息

子である。〈海〉は彼女の夫をとりあげ，さらには次々と息子たちを彼女

からとりあげて来たのである。そのなかで残された唯一人の息子バートレ

イも，今ではアイルランド本島で催される馬の市に行くつもりであり，

〈海〉へ騎り入れる準備をしている。老母モーリャは自分の夫と息子たち

を奪った恐ろしい災いが，バートレイの身にも襲いかかろうとしているこ

とを予感し，' ﾞをひきとめようとする。しかし，パートレイは老母の説得

をまるで受け入れようとはせずに，行方不明になっている兄マイケルのた

めにわざわざ彼が買って来た棺にする白い板にかけられている棺用の新し

いロープを持って；さらに行方不明の兄マイケルが着ていたシャツを着てi

まともな別れの挨拶も巷ずに，赤毛の雌馬に乗って出かける。モーリャは

'もうこれっきり■〈 v一トレイとは生きては会えないと感じる。バートレイが

行ってしまった後で，カスリンとノラは自分たちがバートレイのためにせ

っかく焼いたパンを，彼の旅立ちに際して持たせるのを忘れてしまったこ

とを思いだす。この二人の娘の説得もあって、モーリャは丹心からバート

ンイを追いかけ，パンを与え，別れの挨拶ぐらいはしておかないといけな
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いと感じる。彼女はパソの包みを持ち，杖を手にして，冬の暗い夜に毎年

聖水を取りに行った〈泉〉の近くで会うべく出かける。モーリャがバート

レイの後を追って行ってしまうやいなや，．カスリソとノラははるかに遠い

北の島め海岸p・ら送られてきたと牧師が届けてくれた溺死体の衣服を調べ

始める。すでに，この劇の幕開きでも二人はその衣服を調べていたのであ

るが，それが行方不明のマイケルのものであるように思えて，母へのショ

ックを案じて母から隠していた。モーリャがパートレイの後を追って行っ

た今，二人の綿密な調べによってマイケルの死が判明する。〈海〉はすで

にマイケルを奪い去り，北の遠い海にまで彼を運んでいたのである。その

悲運が判明した少し後に，モーリヤが失望し，やつれて戻って来る。彼女

はまだ，手にパンの入った包みを持っている。モーリヤは二人の娘には目

もくれずに，火の方へ歩み寄ると，悲痛なさまでなにやら歌をつぶやき始

める。娘がバートレイに会ったかどうか訊ねても，「もうおしまいだよ」

と答えるだけである。モーリヤは少し間を置くと，最初は独り言を言うよ

うに，徐々にはっきりと，世にも恐ろしい光景を観たことを語り始める。

そめ光景は暗闇に覆われた黒い〈海〉へ7〈 一一トレイが雌馬に乗って一目散

に騎り入れて行く，そのすぐ後を兄のマイケルが一張羅の衣服をまとい，

新品の靴をはいて，灰色の小馬に乗ってものすごいスピードで追い掛けて

いるというものであった。しかも，バートレイとマイケルの馬は，バート

レイがわざわざマイケルの棺のために買ってきた新しいロープによってし

っかりと繋がれていたのである。老母モーリヤはパートレイになにか話し

かけようとしたが，あまりの恐怖のために，腰を抜かすほど怖じけて，一

言もものが言えなかった。その世にも恐ろしい光景を観て彼女は驚愕する

と同時にその光景の不吉な意味を悟ったのである。〈海〉が彼女の唯一の

生き残った息子をものすごい勢いでもって，無慈悲にも情容赦なく奪い去

ろうとしている。モーリャは苦痛に満ち，如何ともしがたいこの無惨な宿

命的境遇のなかで息子パッチをかつてどのようにして失いiその息子の死

体をどのようにして迎えいれたかを想い起す。さらに彼女はそれを想い起

しつつ，二人の娘にゆっくりと語っていくのであるが，その悲惨な話が終
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るか終らな：いうちに，数人の経たちが赤いペチコート（生賛の生血を想わ

せる色彩である）を纒って入ってくる。女たちは静かに，深い悲しみを表

わしつつ，舞台の最前に脆く。女たちは，あたかもモーリヤが仲間の一人

として加わるのを待っているかのようである。モーリャは潤たちの気配を

感じて，パッチかそれともマイケルのために嘆き悲しんでいるかを夢心地

でたずねる。彼女はもうこれ以上知らぬままでおることはできない。娘の

カスリソはマイケルが死体となって北方の島の海岸に打ち上げられて地元

の人々によって埋葬されたとモーリヤに教える。女たちは■“' ・一トレイの死

体を迎えるためにモーリヤの家に集まったのである。モーリヤは情容赦な

く迫り来る時間の絶望から絶望への絶え間のない移行のなかで，マイケル

の衣服を手に，放心して立ち尽くす。その間，「村の人たちがなにやら運

んで来るわ。……」というノラの声が舞台全体に反響する。すると二人の

若い女が入って来てテーブルを用意し，それから男たちが帆の切れ端のか．

かったAs ．一トレイの死体を運び込み，テーブルの上に置く。そして女たち

の一人が，バートレイは灰色の小馬によってく海〉に蹴落されたことを語

る。モーリヤの幻覚は今，現実となった。モーリヤは喪失と絶望のなかで，

死体の頭の方に脆き，奇妙な解放感に浸る。蝉吟の〈海〉との長い長い，

苦しい戦いは今完全に終結をむかえたのである。

 この「海に行く聾者」に描かれている老母モーリヤは一個のモーリヤで

はない。モーリヤには島で生活している総ての母親のシンボル的性格が与

えられている。この劇でく海〉はく死〉のシンボルとみなすことができる

が母親たちにとって〈海〉のイメージは〈生〉がく死〉によって抑圧され、

覆われるところの絶望的な暗闇なのである。まさしく＜海〉は絶望の方向

へと島民の生活を支配し，島民の運命をコントロールしているのである。

そうした〈海〉は島民の恐ろしい敵であるがvそれとは反対に，島民にと

って唯一の糧を提供してくれる不実な友なのである。島の若い男たちには

く海〉は絶望的な暗闇としてのイメージでなく，男の生き甲斐を感じる逞

しい生活の場なのである。男たちは身勝手な荒々しい〈生〉と突然ゐく死〉

によって，いとも簡単に， 〈死〉のもたらすところのく生〉への重圧感も
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知らずに，一生を終える。すなわち，血気盛んな若い男たちにとって，

〈死〉は常に偶然に急襲するものであり，不運というその一言でかたずく

ものにすぎないのである。老母モーリヤがぐちのように言っていたように，

島の母親にとって〈海〉は愛する夫や息子への心配の種であり，生活の恐

怖なのである。そのおかげで，聖水を求めて冬の暗い夜道を長い距離歩か・

ねばならないし，眠れない夜が幾日も続くのである。

〈海〉をめぐる二つのイメージの衝突が，モーリヤがバートレイをひきと

めようとしたときの，モーリヤとカスリンとの口論において明らかである。．

 モーリヤ （火の方へ振りむき，ショールを頭にかぶる）年老いた女の

言うこと、を一言も聞こうとしないなんて，なんて強情で残酷な男だい。こ

の年老いた女が海に行かんでくれって，たのんでるのによ。

 カスリン 若い者の活気のせいだよ。海に行くのを止めるもんか。おい

ぼれた女が同じことをくどくど繰りかえし言ってみたところで耳なんか貸

すもんか。 （拙訳）。

 老母モーリヤは自分の息子が確かな死への旅立ちをするのを陰うつな，

遣り切れない気持でみているのに対して，その若い娘カスリソの大胆な言'

葉は老母の気持とはまったく対照的に活気に満ちて荒々しい。しかし，劇

全体からみて二つのイメージが衝突するのはこの箇所だけである。すなわ

ちこの劇は〈海〉をめぐる対立するイメー・一・・ジが互いに争いながら進行する

形式をとってはいない。〈海〉そのものがこの劇のいわぽ主旋律であり，

島民を怖じげさせ，誘惑し，拒絶し，犠牲を情容赦なくのみこんで，劇を

結末へ導くのである。不変的に，そして観客には見え難く， 〈海〉は二二．

体の運命的役割を演じており，劇の始まりから，悲劇的結末への数々の予

兆を与えつつ，悲劇的に完全に終結する一つの結末へと急ぐ。 〈海〉は舞

台の背後で絶望的な暗闇の色彩の度を深めつつ，結末の弱い舞台照明で照，

し出されたく生〉の弱々しい空間をのみこみ，やがては暗闇で覆って．しま

う。         ／

 この劇における場面は唯一つである。しかも，その場面に置かれている
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小道具は数少なく厳選されており，その総てがシンボルとして意味のある

役割を果している。 〈田舎の家の台所。網，防水布，糸車があり，壁には

数枚の新しい板が立てかけてある……〉。田舎の家の台所といった狭い場

所が，この劇の唯一つの場面であり，この劇が描き出す世界である。しか

し，この狭い場所はたんなる田舎の家の台所の再現として在るのでなくて，

舞台全体が田舎の家の台所という狭い場所に限定されてはいるものの，絶

えず人間が避けることのできない，また自由にコントPt・一ルすることので

きない彼方の，巨大な世界に浸透される世界である。黒くよどむ〈海〉や

暗いく泉〉や白い大きな岩のイメージが舞台全体に充満している。舞台上

の田舎の家の狭い台所は狭く限られてはいるが，そうした意味で，巨大な

宇宙を提示する局限的状況である。

 しかし，こうした舞台における局限的状況の設定は決してシソグ独自の

ものではない。イプセンが1880年前後から1890年頃まで書いた各戯曲にみ

られる舞台の設定の傾向である。そのなかで，特に「ロスメルスホルム」

において類似をみいだすことができる。「ロスメルスホルム」の事件はダダ

っ広く，古風でゆったりとした田舎の家の居間で起る。この居間の壁には

ロスメルー族代々の肖像画がかかっている。その大部分は牧師や士官や制

服を着た官吏等の肖像画である。幕開きの時は居問の窓や表玄関の扉は総

て開かれており，窓や扉の開いているところがら外の老樹の並木や白樺の

木などがみえる。また一方窓枠には野花が生けられている鉢植えが置いて

ある。こうした開放的で，静かな田舎の家に夏の夕闇が迫っており，やが

て，夜の静寂のおとずれようとしている。ここまでは，この居間は一般の

田舎の居間である。しかし，それも束の聞の風景で，やがて登場する人物

によって廊下の扉や窓が相次いで閉められて，ランプに火が点されると適

当な照明が室内を明るくする。これまで見えていた白樺の木や鉢植えがみ

えなくなる。代って肖像画にスポットがあてられて浮き上る。この時，こ

の居間は一般の家の居間とは異なる異様な厳粛さを感じさせる。いつしか；

この家は外界から孤立し，天候や湿度にあみ敏感である閉鎖的な制限され

た空間と化する。この孤立した空間は唯一つ，外界と通じている。その唯
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・・・・… ﾂの外界とは〈用水路〉である。しかも，窓は〈用水路〉の出来事と関

係して開閉される。

 「tiスメルスホルム」の主人公ロスメルは自覚ある大人で，最も高貴な

タイプに属する理想主義者である。かつて；このロスメルには妻があった。

しかし；この妻・ベアーテは突然発狂して〈用水路〉に身投げ自殺をして

しまったQ昔死んだ息子の家庭教師・レベッカが，ベアーテの亡き後，ロ

スメルの片腕として，あるときには，心からの忠告者としてロスメルを助

けてきた。Pスメルはレベッカの援助を得て，再び，真の理想を貫徹する

ための構想を抱いている。しかし，ベアーテの兄・クロールの発言が，ロ

スメルの状況を一転する。死んだはずのべアーチが蘇生したのである。ク

'Pルが言うには，レベッカが自分の多情な気質を満足させるべく，ロスメ

ルに近づき，邪魔なベアーテを唆して自殺へ追い込んだ，ということであ

る。しかし，クロールには思惑がある。彼は昔のようにロスメルを自分の

属する保守党の指導者の地位に引き戻して，彼に保守党を再建してもらい

たいのである。そのために，革新的な自由な思想を持つレベッカが邪魔な

のである。一方，クロールの発言とレベッカの回想的な発言からロスメル

はクロールの発言を真に受けるのであるが，同時に，ベアーテへの哀情が

自己の無頓着を責める。ロスメルはレベッカを批難する前に，そうするだ

けの自己の資格を問うているのである。レベッカは真実を答えることよ窮

ロスメルへの懐疑の念が先立って，クロールの発言に対するロスメルの反

癖が気になる。ロスメルは甦ったベアーテ㊧虚像のために自由な理想への

自覚と行動力を喪失する。ロスメルに絶望したレベッカと過去と現在の選

択に混乱するPスメルは互いに疲れ果てて，手をとり合い〈用水路〉へ向

うのである。

 このように宿命的な〈用水路〉，その〈用水路〉は決してみえないので

あるが，そこの水の轟音はこの劇の最初から終りまで，窓の開閉と合わせ

て，遠くから聞こえている。そしてi〈用水路〉はベアーテを虚像として

甦らせることによって次第tl＝ itスメルスホルムの人々を吸い込む壮大な，

避け難い自然の力を獲得していく。まさしく，「海に行く騎者」における
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シソグの「海に行く騎者」におけるイプセン劇の伝統

〈海〉と人物たちの関係と同じように。

 「海に行く騎者」において， ぐ海〉は絶望的な暗闇として，舞台の背後

に目には見えない空間を形成した。また・その空間は〈死〉のイメージでも

あった。しかし，その空間は劇の最初から在ったのではない。最初はモー

リヤがマイケルの生存を願って眺める彼方に，牧師の伝言のなかに，それ

からバートレイの死の予兆と現実において，徐々に形成されていった空間

である。「ロスメルスホルム」におけるく用水路〉も同様である。最初，

ヘルセト夫人やレベッカが舞台の奥にある窓を開けて〈用水路〉の水車小

屋付近の出来事を語ることによって，外界から孤立した居間のやや離れた

背後に〈用水路〉が在ることが暗示ぎれる。その〈用水路〉はビアーテの

発狂自殺と，さらに彼女の甦った虚像が残酷な恐ろしい空間を拡大する。

 このような舞台背後の空間の設定は，ある意味では芝居がかったトリジ

クである。、このトリックは舞台上の退屈な進行に適当な刺激を与え，観客

の関心や好奇心をひきつける手段として申し分がない。イプセンはこの芝

居がかったトリックによってクライマックスへ至る劇的緊張を一貫して保

持させ，持続させることに成功している。しかも，こうしたトリックはイ

ブせン独自の芸術的意図に塗布されていて，それの芝居がかり性は隠され

ている。「人形の家」では舞台背後の空間に一貫性は無いが，庭先のポス

トやヘルメルの部屋などはノ7の心理描写やこの劇全体の劇的緊張を強あ

るのに重要な役割を果している。「幽霊」では〈食堂〉という舞台の背後

の空間が狼褻なムードを保持し，やがて，'その空間は〈梅毒〉という言葉

のもつ淫楽な非社会的イメ・一…、ジと合流して舞台全体をそのムードで覆いつ

くす。「野鴨」では屋根裏の〈動物園〉のイメージが結末において，この

劇が指向する，近代社会がもつイメージと合致する。

 社会に生きることiこれはイプセンにとっては社会と戦うことであった。．

社会と戦うこと，それは「個人」に負わされた宿命である。それというの

も， 「個人」にとって，社会は，「個人」が偶然，あるいは不覚のうちに，．

またあるいは異常な情熱や野望が犯してしまった社会的あるいは道徳的犯

罪に対して， 「個人」がその罪の重み故に，陥落しぜいく方向以外に，な
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にも為してはくれないからである。イフ．センはこの「個人」のく生〉が社

会に対して負うとζろの宿命的ヴィジョンを芝居がかったトリックを巧み

・に使って実現したのである。このように，芝居がかったトリックと思える

舞台背後の空間を巧みに設定し，それに，彼の「個人」の宿命的ヴィジョ

ンにもとずく哲学的意味を与えながら，実際に目に見えるもの以上の深い

感動と印象を与えて，ヴィジョンを実現する手法は，まさしくイプセン独

均のものである。シングはイプセンの諸戯曲におけるそうした劇的手法を，

「海に行く騎者」において，保持しているといえる。
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